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「英語 で学ぶ　数値解析」

陳　小君，山本　哲郎　共著，コ ロ ナ社

押野谷 康雄 （東海大学）
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　 現代は国際化の曙 弋で あ っ て
， 好むと好まざるとに

かかわ らず，至る とこ ろ で 英語の 必要性が増 して い る．

大学も例外で はな く， 近年 ， 外国の 多くの大学で ，専

門科 目の 講義をすべ て英語で行う計画が進行中で ある．

こ の傾向はやが て わが国に も及ぶ こ とは十分予想 され

る．一
部の理工系大学における大学院などで は

，
すで

に全て英語講義に よ る 国際 コ ー
ス も設置 され て きて い

る．本書は こ の よ うな時イや朝流 を見据 え， 理工系学些

に と っ て必要な数値解析の基礎を英文で 記述 した もの

であ り
，
約 3ヶ 月半前の 2002年 10 月 18 日に発行さ

れた．数学的素養を身に つ け，かつ 英文読解力の養成

を図る とい う
一

石二鳥をね らえるとともに，理工系専

門英語 の テキス トとして も使える よう工夫され て い る．

本書で取 り上 げられて い る数値解析手法に つ い て い く

つ か紹介する と
，
まず 「数値謝算 に お ける誤差」に 関

して
， 絶対誤差 と相対誤差 ， 丸め の誤差 ，打切 り誤差

，

誤差の伝播 ， 有効けた等に触れ て い る．「連立線形方程

式」に関して は
，
ガ ウ ス消去法 ， 逆行列の言i算 ， LU 分

解法，反復法，ベ ク トル ノ ル ム と行列ノ ル ム ，反復法の

収束性を
， 「非線形方程式」 で は

， 不動点法 ，
ニ ュ

ー

トン法 ，
セ カ ン ト法 ， 連立非線形方程式 ， 多項式の 零点

を取 り上げて い る．「行列の 固有値問題」 として ， 固有

値の 固有ベ ク トル ，固有値の ほ う包含定理 ，累乗法，ハ

ウ ス ホ ル ダ
ー行列と 3重対角比 ，QR 分解法や ， 「補

間多項式」 として ，ラグラ ン ジ ュ の 補間公式，ニ ュ
ー

トン の 補間公式
，

ニ ュ
ー

トン の 前進お よび後退補間公

式 ， 差分商の拡張
，
誤差公式まで言及 して い る，さら

に 「数値積分」にお い て
，
中点公 式 ， 台形公式 ，

シ ン

プ ソ ン 公式を取り上げ て い る．応用的な位置付け と し

て 「常微分方程式の 初期値問題」 に お い て
，
オイ ラ

ー

法 ，
ル ン ゲ ・ク ッ タ法 ，

ア ダム ス ・バ ッ シ ュ フ ォ
ー

ス 法を解説 し
， 最終的に は

， 「微分方程式に対する差

分法」 として
，
2 点境界値問題 ， 楕円型方程式

，
放物型

方程式 ， 双曲型方程式 まで説明 を加えて い る．

　 以上 の よ うに
， 数値解析の基礎事項を精選 し，必須

事項を漏ら さず取 り上げて い る．各事項の 理解を容易

にするために ， すべ て の ア ル ゴ リズ ム に例題 と計算例

をつ けて い る．さらに ， 各章末に演習問題 をつ け
，
その

解答は学生へ の心配 りもあ っ て和文で末尾に記 して い

る．さらに，付録 として
，

「数学式の読み方」 ，
「ギ リ

シ ア文字」 ，
日本語の 「参考文献」も掲載 してお り，

よ

り深 く学習する際困 らな い よ うな配慮が な され て い る．

　 英文はなるべ くや さしい 構文を用い て お り， 各ペ ー

ジに脚注 として専門用語の訳 も記 して い る．また
， 読者

の便宜を考え，巻末に英和と和英の 両索引を付 してい る．

内容の万全を期すため に，英文の校閲を元 Wisconsin
大学数斬 糊 受Louis　B ．　Rall氏が行 っ て い る本格的

なテ キス トである．

　 本書は 1 年間の 講義に相当する 内容 を含ん で い る

が，各章が独立 して い るため ，講義を担当する教員の

計画に応 じて
，

セ メ ス ター制などに お け る半年間 の 講

義または集中講義で も一部分 を取 り出して使うこ とが

可能である．本書の レベ ル はわ力溷 の 大学の理工系学

部学生程度を意図 して い るが，数値解析の標準的教科

書 として，国際的に も十分通用する もの で ある と言え

よ う，
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